
県
議
会
で
は
、
知
事
の
議
案
説
明

が
終
わ
る
と
、
議
員
の
代
表
質
問
・

一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
様
々
な
県
政
の
課
題

が
報
告
さ
れ
質
疑
さ
れ
ま
す
。

私
が
登
壇
す
る
の
は
年
に
１
回
だ

け
で
、
議
場
で
は
も
っ
ぱ
ら
聞
き
役

で
す
が
、
他
の
議
員
の
質
問
も
、
な

る
ほ
ど
な
あ
と
参
考
に
な
る
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
６
月
定
例
会
の
議
場
で

出
さ
れ
た
質
疑
の
内
容
の
一
部
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。

●
地
域
医
療
再
編
に
つ
い
て

県
内
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
「
命

と
学
び
は
平
等
」
で
あ
る
べ
き
。
医

療
関
係
者
の
給
与
が
減
額
さ
れ
れ
ば
、

交
通
の
便
も
悪
い
山
間
豪
雪
地
域
を

希
望
す
る
医
療
関
係
者
は
い
な
く
な

る
。
改
革
は
必
要
だ
が
「
角
を
矯
め

て
牛
を
殺
す
」
こ
と
に
な
ら
な
い
よ

う
、
む
し
ろ
国
か
ら
診
療
報
酬
を
上

げ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

県
立
病
院
の
改
革
は
赤
字
と
い
う
経

営
面
だ
け
で
と
ら
え
ず
、
地
域
の
安

全
・
安
心
な
医
療
を
県
民
に
提
供
す

る
と
い
う
大
局
的
な
観
点
か
ら
検
討

を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
（
自
民
党
・

尾
身
議
員
）
。

（
馬
場
の
感
想
）
尾
身
さ
ん
は
、
十

日
町
選
出
で
す
。
十
日
町
地
域
で
も

地
域
医
療
の
合
理
化
再
編
が
実
行
さ

れ
て
い
ま
す
。
「
命
と
学
び
は
平
等
」

ホ
ン
ト
に
そ
の
通
り
。

●
県
立
中
等
教
育
学
校
の
現
状

県
内
6
校
の
県
立
中
等
教
育
学
校

で
は
、
前
期
課
程
か
ら
後
期
課
程
に

進
む
際
に
辞
め
る
生
徒
の
数
が
増
加

傾
向
だ
、
卒
業
に
至
ら
な
か
っ
た
生

徒
の
割
合
が
令
和
元
年
～
同
5
年
度

の
平
均
が
18
・
20
％
に
な
っ
て
い
る
、

少
子
化
で
生
徒
数
が
減
少
す
る
中
で

こ
れ
だ
け
多
く
の
県
立
中
等
教
育
学

校
が
必
要
な
の
か
（
自
民
党
・
小
山

議
員
の
質
問
）
。

（
馬
場
の
感
想
）
中
等
教
育
学
校
っ

て
県
の
目
玉
政
策
だ
っ
た
と
思
い
ま

し
た
が
、
こ
の
現
状
に
は
正
直
ビ
ッ

ク
リ
し
ま
し
た
。

●
公
立
学
校
の
教
員
未
配
置

今
年
4
月
時
点
の
県
立
公
立
小
中

学
校
の
教
員
の
欠
員
が
46
名
、
昨
年

の
4
倍
超
に
急
増
し
た
。
今
後
さ
ら

な
る
欠
員
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
が

今
後
の
県
の
対
応
方
針
を
う
か
が
う

（
自
民
党
・
笠
原
議
員
）
。

（
馬
場
の
感
想
）
県
は
、
未
配
置
縮

減
に
向
け
て
、
今
後
講
師
の
任
用
期

間
の
要
件
を
さ
ら
に
緩
和
し
、
併
せ

て
免
許
保
有
者
の
新
た
な
掘
り
起
こ

し
に
取
り
組
む
と
の
回
答
で
し
た
、

し
か
し
、
教
員
志
願
者
は
減
少
傾
向
、

臨
時
教
員
の
な
り
手
が
い
な
い
と
い

う
枯
渇
状
態
で
す
。
な
ぜ
教
育
現
場

に
人
が
来
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、

県
教
委
は
真
剣
に
考
え
て
ほ
し
い
。
。

●
原
発
事
故
の
経
済
効
果
は
？

4
月
に
柏
崎
刈
羽
原
発
の
地
域
経

済
等
へ
の
効
果
に
か
か
る
調
査
結
果

を
公
表
し
た
が
、
事
故
発
生
時
の
経

済
的
損
失
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て

い
な
い
。
過
酷
事
故
を
い
く
つ
か
の

パ
タ
ー
ン
で
想
定
し
た
上
で
原
子
力

災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
損
失
に
つ

い
て
も
試
算
・
調
査
を
行
い
公
表
す

べ
き
で
は
な
い
か
（
未
来
に
い
が
た
・

土
田
議
員
の
質
問
）
。

（
馬
場
の
感
想
）
マ
イ
ナ
ス
の
経
済

効
果
も
、
再
稼
働
の
判
断
に
は
必
要

で
す
よ
ね
。

●
農
地
の
渇
水
対
策
に
つ
い
て

県
は
、
広
域
的
な
渇
水
時
に
は
ポ

ン
プ
等
の
貸
出
・
購
入
の
応
急
支
援

対
策
を
実
施
し
て
い
る
が
、
電
気
料

金
等
の
補
助
に
つ
い
て
も
支
援
す
る

べ
き
で
は
（
自
民
党
・
尾
身
議
員
）
。

（
馬
場
の
感
想
）
現
場
を
歩
い
て
こ

そ
の
質
問
、
そ
う
で
な
い
と
な
か
な

か
電
気
代
ま
で
気
づ
か
な
い
。
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馬
場
ひ
で
ゆ
き
の
活
動
日
誌

自分の活動報告なのに、他会派の質問を掲載されるのは何なんだと思う方もいるかもしれませんが、私の感想もつけましたので、読んでみてください。

代表質問
＆ 一般質問

今
後
の
議
会
内
容
の
掲
載
予
定



７
月
７
日
、
上
越
民
主
商
工
会
の

定
期
総
会
に
招
か
れ
ま
し
た
。

会
長
か
ら
、
民
商
運
動
の
参
考
に

な
る
話
を
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た

の
で
話
し
ま
し
た
。
概
要
は
左
の
と

お
り
で
す
。

●
日
栄
・
商
工
フ
ァ
ン
ド
の
時
代

私
が
弁
護
士
駆
け
出
し
の
頃
、
日

栄
・
商
工
フ
ァ
ン
ド
の
相
談
が
毎
日

の
よ
う
に
あ
り
ま
し
た
。

日
栄
・
商
工
フ
ァ
ン
ド
は
、
商
工

業
者
を
対
象
と
し
た
ノ
ン
バ
ン
ク
で

し
た
。
高
利
で
す
が
、
依
頼
す
る
と

す
ぐ
に
資
金
を
貸
し
て
く
れ
た
た
め
、

全
国
で
多
く
の
中
小
業
者
が
利
用
し

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
支
払
い
が
滞
る
と
容
赦

な
く
業
者
を
倒
産
に
追
い
込
み
、
保

証
人
に
対
し
て
資
産
を
差
し
押
さ
え

る
な
ど
し
て
回
収
を
す
る
と
い
う
強

引
な
営
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

業
者
は
追
い
込
ま
れ
、
中
に
は
自

殺
未
遂
を
さ
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。

私
は
、
上
越
民
商
の
当
時
の
松
野

事
務
局
長
に
連
れ
ら
れ
て
、
業
者
の

お
宅
を
訪
問
し
、
業
者
の
家
族
、
保

証
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
親
戚
や
友

人
を
み
ん
な
集
め
て
会
議
を
し
、
返

済
方
法
な
ど
の
解
決
策
を
話
し
合
い

ま
し
た
。

だ
か
ら
、
私
に
と
っ
て
上
越
民
商

は
「
生
き
た
現
場
の
学
校
」
で
し
た
、

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

●
民
商
の
魅
力
は
相
互
扶
助

こ
う
い
う
活
動
を
し
ま
し
た
の
で
、
、

私
の
目
に
映
る
民
商
は
、
困
っ
て
い

る
業
者
が
い
た
ら
仲
間
が
扶
け
て
く

れ
る
と
い
う
、
中
小
零
細
業
者
に
と
っ

て
は
あ
り
が
た
い
存
在
で
す
。

他
の
商
工
団
体
は
、
あ
そ
こ
ま
で

体
を
張
っ
て
頑
張
る
こ
と
は
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
だ
か
ら
、
民
商
の
意
義

が
、
相
互
扶
助
、
行
政
や
税
務
署
か

ら
の
独
立
し
た
業
者
団
体
と
い
う
こ

と
な
ど
を
し
っ
か
り
位
置
付
け
て
、

そ
れ
を
継
続
的
に
広
報
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
と
考
え
ま
す
。

●
ロ
ー
カ
ル
な
目
標
で
楽
し
く
活
動

そ
れ
か
ら
、
業
者
の
お
客
さ
ん
は
、

地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
で
す
。
だ
か

ら
、
ロ
ー
カ
ル
な
目
標
を
持
つ
こ
と

も
重
要
で
す
。

た
と
え
ば
、
上
越
民
商
が
実
施
し

た
「
高
田
夜
の
街
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ

ン
グ
」
は
地
元
の
繁
華
街
を
活
性
化

す
る
と
い
う
明
確
な
目
的
が
あ
り
、

夜
の
街
を
探
検
す
る
み
た
い
な
企
画

で
魅
力
的
だ
し
、
誰
も
が
協
力
で
き

る
ス
テ
キ
な
企
画
で
し
た
。

こ
う
い
う
こ
と
を
継
続
し
て
活
動

し
て
い
け
ば
道
は
必
ず
切
り
開
け
る

は
ず
、
と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

●
高
士
地
区
敬
老
会

７
月
７
日
、
高
士
小
学
校
体
育
館

に
て
開
催
。
高
士
地
区
婦
人
会
が
主

催
、
高
士
地
区
の
75
歳
以
上
の
高
齢

者
の
方
約
50
名
が
参
加
さ
れ
、
長
寿

を
祝
い
喜
び
ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て

も
暑
か
っ
た
で
す
ね
！

●
伝
統
文
化
親
子
茶
道
教
室
七
夕
茶
会

７
月
７
日
、
「
上
越
に
伝
統
文
化

を
普
及
す
る
会
」
（
代
表
稲
葉
摩
利

子
さ
ん
）
の
主
催
。
友
人
に
誘
わ
れ

て
参
加
。
茶
道
を
習
っ
て
い
る
子
ど

も
さ
ん
た
ち
が
お
手
前
を
披
露
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

●
保
倉
川
放
水
路
建
設
促
進
期
成
同
盟
会

７
月
８
日
に
開
催
。
保
倉
川
下
流

域
は
過
去
に
何
度
も
大
き
な
水
害
が

発
生
、
放
水
路
の
整
備
が
急
務
で
す
。

●
黒
井
藤
野
新
田
線
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

７
月
10
日
に
開
催
。
黒
井
藤
野
新

田
線
は
直
江
津
港
か
ら
保
倉
川
を
渡

り
、
国
道
253
号
を
経
て
三
田
新
田
で

国
道
18
号
に
接
続
す
る
道
路
。
国
道

18
号
の
混
雑
緩
和
、
直
江
津
港
か
ら

の
輸
送
の
円
滑
化
な
ど
を
目
的
と
し

た
都
市
計
画
道
路
で
す
。
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７月後半は夏祭りのシーズンですね。いろいろな会場で、皆さんにお会いできるのが楽しみです。
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「新潟豪雨の記憶」

平成１０年８月４日未明より、

新潟県の下越地方では、非

常に激しい雨が降り、新潟

市では24時間降水量265ミリを観測、市内各所で

は浸水被害が相次ぎ、市内主要道路も広範囲に

渡り冠水し、都市機能が完全に麻痺しました。越

後線の小針駅 - 寺尾駅間で線路路盤の一部が

流出して不通になりました。

私は、当時、弁護士１年目、昭和大橋の近くの

上所のアパートに住んでました。その朝は、たま

たま福井に行く用がありました。とりあえず新潟駅

に車で向かったのですが、新潟駅南口手前の交

差点付近まで行ってみたはものの、近辺はでっか

いため池のような状態で、水かさは５０㎝くらいに

なり、車は前に動くこともできませんでした。

怖くて近くの銀行の駐車場に車を停めていまし

たが、雨の音は激しさを増し、水かさはどんどん

上がっていく、そこに留まるべきか、車を移動させ

て引き返すべきか、どっちも危ないんじゃないか、

ホントに迷いました。

激しい雨音を聞くと、今でもこの時

の怖さを思い起こします。

コーシー

Break

お
め
で
と
う
！

上
越
民
主
商
工
会
第
60

回
総
会


